
―
―
沿
革
の
概
略
と
地
域
で
の
位
置
付
け
か
ら
、

お
聞
き
い
た
し
ま
す
。

　

１
９
４
８
年
に
静
岡
市
に
開
設
さ
れ
た
僅
か

46
床
の
県
立
中
央
病
院
が
嚆
矢
と
な
り
ま
す
。

そ
の
後
、
58
年
に
清
水
市
に
県
立
富
士
見
病
院

が
開
設
さ
れ
る
の
で
す
が
、
83
年
に
2
病
院
が

統
合
、
当
地
へ
の
移
転
と
と
も
に
現
在
の
名
称

と
な
り
、
以
来
、
当
院
の
理
念
で
あ
る
「
信
頼

し
安
心
で
き
る
質
の
高
い
全
人
的
医
療
」
の
提

供
に
取
り
組
ん
で
き
て
い
ま
す
。

　

県
内
で
の
位
置
付
け
と
し
て
は
、
極
め
て
大

き
な
期
待
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
施
設
で
す
。
県

西
部
の
浜
松
に
は
浜
松
医
大
が
あ
り
ま
す
が
、

静
岡
県
は
東
海
道
五
十
三
次
の
内
22
の
宿
場
が

あ
る
ほ
ど
東
西
に
長
い
こ
と
か
ら
、
当
院
に
県

の
中
部
、
東
部
に
お
け
る
大
学
病
院
的
な
機
能

が
求
め
ら
れ
て
い
る
の
で
す
。
ま
た
、
人
口
当

た
り
の
医
師
数
が
40
位
台
の
当
県
に
と
っ
て
は
、

医
師
の
育
成
も
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。
た
だ
、

今
般
の
新
専
門
医
制
度
に
お
い
て
出
身
大
学
に

戻
る
傾
向
が
出
て
き
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
の

要
請
に
つ
い
て
は
些
か
苦
労
を
し
て
い
る
と
こ

あ
り
外
科
の
ト
ッ
プ
で
も
あ
る
高
木
正
和
先
生

に
聞
く
と
「
5
年
は
も
た
な
い
」
と
言
わ
れ
、

そ
れ
な
ら
放
射
線
治
療
室
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
も

喫
緊
の
問
題
に
な
っ
て
い
た
の
で
、
建
設
を
即

断
し
た
の
で
す
。
な
お
、
当
該
建
物
に
は
中
央

滅
菌
材
料
室
や
術
後
ハ
イ
ケ
ア
ユ
ニ
ッ
ト
等
の

手
術
関
連
部
門
に
加
え
、
将
来
を
見
据
え
て
、

静
岡
県
内
に
勤
務
す
る
医
療
関
係
者
が
学
び
、

研
究
で
き
る
リ
サ
ー
チ
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
や

教
育
研
修
部
門
の
メ
デ
ィ
カ
ル
ス
キ
ル
ア
ッ
プ

セ
ン
タ
ー
も
設
け
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　

結
果
、
手
術
室
に
お
い
て
は
、
Ｍ
Ｒ
を
含
む

ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
手
術
室
3
室
、
2
台
の
ダ
ビ
ン

チ
に
よ
る
手
術
支
援
ロ
ボ
ッ
ト
室
2
室
な
ど
、

全
22
室
の
意
欲
的
な
も
の
に
な
り
ま
し
た
。

　

私
が
こ
だ
わ
っ
た
点
は
、
ス
ム
ー
ズ
な
動
線

ろ
で
す
。
各
診
療
科
の
症
例
数
が
圧
倒
的
に
多

く
、
非
常
に
優
秀
か
つ
熟
練
の
指
導
医
も
多
い

の
で
、
是
非
、
研
修
医
の
皆
さ
ん
に
そ
の
魅
力

を
理
解
し
て
も
ら
い
た
い
も
の
で
す
。

―
―
診
療
の
特
長
な
ら
び
に
最
近
の
傾
向
に
つ

い
て
お
聞
き
し
ま
す
。

　

看
板
的
な
診
療
科
が
あ
る
と
い
う
の
で
は
な

く
、
す
べ
て
の
診
療
科
の
ス
タ
ッ
フ
が
粒
ぞ
ろ

い
で
、
提
供
す
る
医
療
の
レ
ベ
ル
が
高
い
と
い

う
こ
と
が
特
長
と
し
て
あ
げ
ら
れ
る
で
し
ょ
う
。

先
進
的
な
手
術
室
を
22
室
設
け
た
先
端
医
学
棟

が
昨
秋
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
が
、
敢
え
て
最
近

の
傾
向
を
あ
げ
る
と
す
れ
ば
、
こ
の
計
画
が
決

定
し
た
途
端
に
外
科
手
術
の
数
、
成
績
が
伸
び

た
こ
と
で
し
ょ
う
。
こ
れ
は
想
定
外
の
驚
き
で

し
た
。
外
科
系
医
師
た
ち
の
士
気
が
上
が
っ
た

こ
と
の
証
左
と
い
え
ま
す
。
嬉
し
い
こ
と
に
、

こ
の
傾
向
は
今
で
も
続
い
て
い
ま
す
。
当
院
レ

ベ
ル
の
規
模
の
病
院
に
な
る
と
、
基
本
的
に
外

科
系
が
強
く
な
い
と
病
院
経
営
に
も
影
響
が
出

て
き
ま
す
の
で
、
感
謝
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

―
―
お
話
に
も
出
た
先
端
医
学
棟
の
、
設
立
経

緯
、
目
的
等
に
つ
い
て
お
聞
き
し
ま
す
。

　

私
が
当
院
に
赴
任
し
て
来
た
の
は
5
年
前
で

す
が
、
す
ぐ
に
当
院
の
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
の
高

さ
、
手
術
の
レ
ベ
ル
の
高
さ
に
気
づ
か
さ
れ
ま

し
た
。
た
だ
、
残
念
な
こ
と
に
手
術
室
の
古
さ

は
否
め
ま
せ
ん
で
し
た
。
す
ぐ
に
、
副
院
長
で

の
確
保
で
す
が
、
特
に
患
者
搬
送
の
安
全
の
た

め
に
、
５
階
建
て
の
当
該
棟
と
６
階
建
て
既
存

棟
を
繋
ぐ
連
絡
通
路
を
極
力
フ
ラ
ッ
ト
に
す
る

こ
と
で
し
た
。
厳
し
い
注
文
に
設
計
会
社
も
応

え
て
く
れ
て
、
１
、２
、３
階
の
連
絡
通
路
は
見

事
に
フ
ル
フ
ラ
ッ
ト
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
完
成
に
よ
り
外
科
系
医
師
の
士
気
が

一
層
高
ま
っ
た
こ
と
は
確
か
で
す
。
ま
た
、
心

身
と
も
に
厳
し
い
状
況
で
の
手
技
を
迫
ら
れ
る

外
科
は
、
当
県
で
も
志
望
学
生
が
減
少
傾
向
に

あ
り
ま
す
が
、そ
れ
に
歯
止
め
を
か
け
る“
装
置
”

に
な
っ
て
く
れ
れ
ば
と
も
望
ん
で
い
ま
す
。

―
―
最
後
に
将
来
に
向
け
て
の
計
画
、
展
望
等

に
つ
い
て
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

　

い
ろ
い
ろ
あ
り
ま
す
が
、
先
端
医
学
棟
に
つ

い
て
い
え
ば
、
リ
サ
ー
チ
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
の

機
能
を
十
分
に
発
揮
さ
せ
た
い
で
す
ね
。
５
階

の
３
６
０
０
㎡
の
広
さ
は
病
院
の
研
究
所
と
し

て
は
桁
外
れ
で
す
。
こ
こ
で
は
疫
学
、
ビ
ッ
グ

デ
ー
タ
解
析
、
ゲ
ノ
ム
コ
ホ
ー
ト
研
究
を
展
開

す
る
予
定
で
す
が
、
研
究
的
視
点
を
持
っ
て
臨

床
を
行
う
ド
ク
タ
ー
を
育
て
る
体
制
を
作
り
上

げ
た
い
で
す
。

最先端の手術室と放射線治療室を設けた
最新の医療に対応した先端医学棟を新設。
地域医療“最後の砦”としての価値高める
静岡県立総合病院は、高度・専門・特殊医療および急性期医療と、地域医療を支援する拠点としての活動を続けてきた。
同院では、老朽化が進んでいた手術部門と放射線治療部門を最新のものに更新すべく昨年秋に先端医学棟をオープン。
最先端の術中画像診断やロボット手術が可能な医療機器・システムを備えた先進的な手術フロアを設けるとともに、
最新の放射線治療装置を持つ放射線治療部門や医療スタッフの教育・研究フロアを備えた革新的な施設となっている。
同院の現況と、先端医学棟における診療の実態および有用性について、田中一成院長、高木正和副院長らに話を聞いた。

1975 年京都大学医学部卒。1983 年米国 Vanderbilt 大
学医学部生化学教室 Research Associate。1995 年京都
大学医学部内科学第二講座助教授、1999 年国家公務員
共済組合連合会 新香里病院副院長、2001 年同院病院
長。2003 年国家公務員共済組合連合会京阪奈病院（現：
枚方公済病院）病院長。2013 年地方独立行政法人静岡
県立病院機構 静岡県立総合病院院長、2014 年より同機
構理事長を兼務

田中一成（たなか・いっせい）氏

静岡県立総合病院

医療機器を含めた総事業費約 150 億円を投じ、建
設された先端医学棟。地上 5 階建て、延べ床面
積約 2 万㎡を有し、1 階に放射線治療部門、2 階
に教育研修部門、3・4 階に手術部門、5 階に研
究部門となるリサーチサポートセンターを設けている

静岡県
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――脳神経外科の概要からお
聞かせください。
　脳神経外科には私を含め認
定専門医 5 名、後期研修医1
名の計 6 名の常勤医が所属し
ており、頭部や頭頸部だけでな
く、脊椎や末梢神経の手術も
実施するなど、幅広い領域をカ
バーしているのが特徴です。昨
年度の手術件数は 451件を数
え、これも先端医学棟建設の
効果ではないかと感じています。
――先端医学棟でのハイブ
リッド手術室設置の経緯につ
いてお聞かせください。
　より質の高い手術を実践する
ため、手術室内で画像診断が
可能なハイブリッド手術室の設
置を望みました。まず、稼働件
数が多くなる CT 付きの手術室
について要望しました。次いで、
脳腫瘍に対する手術に威力を
発揮する術中 MRI が可能な手
術室ですね。正直、術中 MRI
は大学病院でも件数が多くは
ないため、少々運用に不安も
あったものの、患者さんのため
にと思い導入をお願いしました。
　他に、脳神経外科としてはバ
イプレーン型の血管撮影装置
がある手術室も欲しかったので
すが、これは他の診療科との兼
ね合いから、シングルプレーン
の装置のみとなりました。脳神

で判定できますし、手術中の
画像は患者さんやそのご家族
に説明する際にたいへん役立
ちます。術者に安心感を与える
この手術室は、より質の高い
医療を提供するのに貢献してい
ると言えますね。
――ハイブリッド手術室の稼
働状況をお聞かせください。
　血管内治療や局所麻酔で十
分なもの以外は 2 つのハイブ
リッド手術室で手術を行ってい
ます。術中の CT 撮影は、稼
働以来 60 件以上実施してい
ますし、術中 MRI についても、
稼働当初は月1件のペースで

経外科では、カテーテル治療を
行う手術室は既に既存棟にあ
るので、この 2 つのハイブリッ
ド手術室でとりあえずは十分で
した。
――2つのハイブリッド手術
室の特長と有用性についてお
聞かせください。
　ハイブリッド手術室に設置し
た MRI は 1.5T 超電導型の装
置を導入しました。永久磁石型
と違い高磁場なので、質の高
い画像を描出することができ、
脳腫瘍切除時の取り残しの判
別や、脳機能をどれだけ温存で
きるかの判定などに威力を発揮
しています。
　CT に関しては、64 列のガン
トリ自走式装置を設置しまし
た。血管などを高画質で描出し
ますし、ガントリが移動するの
で手術台等は動かす必要はあ
りません。なお、今回導入した
装置は水冷式 X 線管を採用し
た CT を採用しているので、空
冷型と比較して駆動音が小さ
く、術中に装置を停止する必要
がないため起動時間をとられな
いなどのメリットがあります。
　一方、術中にそれぞれ検査を
行うことから、手術時間はどう
しても長時間になってしまい、
スタッフの労働負荷が大きくな
りますが、手技の成果をその場

始めましたが、現在すでに 20
件ほどの手術を実施しており、
今年１年で約 50 件の実績を上
げられるのではと考えています。
　今後は、医療安全の側面から、
CT、MRIなどの画像診断装置
を備え、これらの画像情報を
拡張現実（AR：Augmented 
Reality）の形で術野に持ち込
めるような手術室が増えていく
のが時代の流れではないでしょ
うか。術前の準備や手術その
ものに時間がかかるかもしれま
せんが、安全性が向上し治療
成績が良くなれば、それは歓迎
すべきことであると思いますね。

先端医学棟に導入されたCT、MRI による
ハイブリッド手術室設置に中心的な役割を果たした
脳神経外科部長の佐藤 宰氏に、
同手術室設置の経緯と
その運用状況について話を聞いた。

I n t e r v i e w

静岡県立総合病院
脳神経外科部長

佐藤 宰氏に聞く
さとう・つかさ

　
先
端
医
学
棟
建
設
に
中
心
的
役
割
を
果
た
し

た
副
院
長
／
消
化
器
外
科
部
長
の
高
木
正
和
氏

に
、
同
医
学
棟
建
設
の
経
緯
と
ポ
イ
ン
ト
、
同

施
設
の
運
用
の
現
況
と
今
後
の
展
望
に
つ
い
て

話
を
聞
い
た
。

　

昨
年
７
月
竣
工
、
９
月
に
オ
ー
プ
ン
し
た
静

岡
県
立
総
合
病
院
先
端
医
学
棟
。
同
棟
設
立
の

経
緯
に
つ
い
て
、
副
院
長
で
消
化
器
外
科
部
長

を
務
め
る
高
木
正
和
氏
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
話
す
。

「
先
端
医
学
棟
設
立
の
最
大
の
理
由
は
、
当
院
本

館
が
１
９
８
３
年
に
建
て
ら
れ
た
建
物
で
あ
り
、

手
術
室
に
お
い
て
は
35
年
以
上
稼
働
し
て
い
る

部
屋
が
あ
る
な
ど
老
朽
化
が
進
み
、
現
在
の
最

新
・
最
先
端
の
医
療
技
術
に
対
応
で
き
て
い
な

い
こ
と
と
、
本
館
の
地
下
に
放
射
線
治
療
室
が

あ
る
た
め
に
最
先
端
の
治
療
装
置
を
導
入
す
る

こ
と
が
で
き
ず
、
新
た
な

建
屋
が
必
要
に
な
っ
て
い

た
点
を
解
決
す
る
た
め
で

し
た
」

　

老
朽
化
が
進
ん
だ
手
術

室
の
問
題
点
に
つ
い
て
、

高
木
氏
は
つ
ぎ
の
よ
う
に

話
す
。

「
手
術
室
が
狭
い
こ
と
が

第
一
で
す
が
、
他
に
も
手

術
室
と
病
理
部
門
が
離
れ

て
設
置
さ
れ
て
い
て
患
者

さ
ん
の
検
体
の
行
き
来
に

時
間
が
か
か
る
こ
と
や
、
手
術
室
と
集
中
治
療

病
棟
へ
の
動
線
も
長
く
、
不
便
な
だ
け
で
な
く
、

医
療
安
全
の
視
点
か
ら
も
問
題
視
さ
れ
て
い
ま

し
た
。

　

ま
た
、
最
近
の
手
術
の
多
く
が
鏡
視
下
手
術

と
な
り
、
手
術
室
に
は
非
常
に
多
く
の
医
療
機

器
が
必
要
に
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
結
果
、
そ

れ
ら
を
稼
働
さ
せ
る
た
め
の
電
源
を
多
数
確
保

す
る
必
要
が
あ
る
の
で
す
が
、
従
来
の
手
術
室

の
コ
ン
セ
ン
ト
は
壁
沿
い
に
あ
る
た
め
、
手
術

室
の
床
を
電
源
コ
ー
ド
が
多
数
這
う
状
態
に

な
っ
て
い
て
、
た
い
へ
ん
危
険
な
状
態
だ
っ
た
こ

と
も
大
き
な
問
題
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
問
題
点
を
解
決
し
、
か
つ
こ
れ
ま

で
の
反
省
か
ら
新
し
い
手
術
室
を
考
え
た
と
き
、

今
後
10
年
な
い
し
15
年
は
輝
き
を
失
わ
ず
有
効

に
稼
働
し
続
け
る
こ
と
が
可
能
な
最
新
の
機
器

を
備
え
た
施
設
の
建
設
を
目
指
し
た
の
で
す
」

　

同
院
で
は
、
先
端
医
学
棟
建
設
に
構
想
を
含

め
４
年
の
歳
月
を
か
け
、
同
棟
は
前
出
の
と
お

り
２
０
１
７
年
７
月
に
竣
工
し
た
。
１
階
は
最

新
の
大
型
放
射
線
治
療
装
置
に
対
応
で
き
る
放

射
線
治
療
室
４
室
を
設
置
。
２
階
に
は
ス
タ
ッ

フ
や
学
生
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
や
講
習
な
ど
の
環

境
を
整
備
し
、
県
が
推
進
す
る
「
ふ
じ
の
く
に

バ
ー
チ
ャ
ル
メ
デ
ィ
カ
ル
カ
レ
ッ
ジ
」
に
対
応
。

各
種
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
ー
や
疑
似
病
棟
を
持
つ
メ

デ
ィ
カ
ル
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
セ
ン
タ
ー
も
設
け
た
。

３
階
と
４
階
に
は
、
従
来
の
12
室
か
ら
22
室
に

増
設
し
た
手
術
室
フ
ロ
ア
を
設
置
。
こ
れ
に
隣

接
し
て
術
後
ハ
イ
ケ
ア
ユ
ニ
ッ
ト
（
Ｈ
Ｃ
Ｕ
） 

20
室
、
病
理
検
査
室
を
設
け
、
患
者
搬
送
、
検

体
搬
送
を
迅
速
か
つ
安
全
に
実
施
で
き
る
。
５

階
に
は
臨
床
や
疫
学
研
究
を
行
う
た
め
の
リ
サ 

ー
チ
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
や
、
乳
幼
児
期
の
難

聴
に
介
入
、
対
応
す
る
た
め
の
静
岡
県
乳
幼
児

聴
覚
支
援
セ
ン
タ
ー
「
き
こ
え
と
こ
と
ば
の
セ

ン
タ
ー
」
を
設
置
し
て
い
る
。

　

建
物
は
、
手
術
室
エ
リ
ア
の
階
高
を
十
分
確

保
し
つ
つ
既
存
棟
と
の
フ
ラ
ッ
ト
な
動
線
を
確

保
（
１
、２
、３
階
）
し
て
、
人
・
物
の
動
き
を

ス
ム
ー
ズ
に
行
う
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
ラ

ウ
ン
ジ
な
ど
の
共
用
部
分
に
は
、
地
元
、
安
倍

川
流
域
産
ヒ
ノ
キ
を
使
用
し
た
ル
ー
バ
ー
を
設

け
て
温
か
み
の
あ
る
雰
囲
気
を
作
る
な
ど
、
ホ

テ
ル
の
よ
う
な
高
級
感
を
実
現
し
て
い
る
。

　

先
端
医
学
棟
の
目
玉
と
い
う
べ
き
手
術
室
は
、

22
室
を
３
階
と
４
階
の
２
フ
ロ
ア
に
分
け
て
設

置
。
Ｈ
Ｃ
Ｕ
は
４
階
の
手
術
室
フ
ロ
ア
に
隣
接

し
、
病
理
検
査
室
は
手
術
室
フ
ロ
ア
直
下
の
２

階
に
配
置
し
た
。
中
央
滅
菌
材
料
室
は
１
階
に

配
置
さ
れ
、
診
療
材
料
庫
と
は
エ
レ
ベ
ー
タ
ー

に
よ
っ
て
直
結
し
て
い
る
。
ま
た
、
手
術
室
フ

ロ
ア
専
用
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
も
２
基
設
置
し
た

ほ
か
、
廊
下
の
幅
も
最
大
６
ｍ
と
し
て
い
る
。

そ
の
結
果
、
手
術
室
フ
ロ
ア
間
の
患
者
移
動
お

よ
び
使
用
済
み
機
器
と
滅
菌
済
み
機
器
の
搬
送

を
安
全
か
つ
ス
ム
ー
ズ
に
し
た
。
ま
た
、
フ
ロ

ア
内
に
は
ス
タ
ッ
フ
専
用
の
ら
せ
ん
階
段
を
設

置
す
る
な
ど
、
フ
ロ
ア
内
を
迅
速
に
動
け
る
よ

う
な
動
線
も
確
保
し
て
い
る
。

「
手
術
部
門
の
拡
充
は
、
当
院
の
よ
う
な
高
度
急

性
期
病
院
が
今
後
も
生
き
残
る
た
め
の
大
き
な

武
器
と
な
り
ま
す
。
手
術
部
門
が
充
実
す
れ
ば
、

患
者
さ
ん
が
集
ま
っ
て
手
術
件
数
が
増
え
る
こ

と
は
も
ち
ろ
ん
、
最
先
端
の
医
療
を
展
開
す
る

こ
と
で
、
多
く
の
若
く
意
欲
あ
る
医
師
た
ち
を

集
め
る
こ
と
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。
静
岡
県
は

医
師
数
が
充
足
し
て
い
な
い
県
で
あ
り
、
医
師

を
充
足
さ
せ
る
こ
と
は
県
庁
か
ら
の
強
い
要
望

で
も
あ
り
ま
し
た
。

　

手
術
に
関
す
る
高
度
な
ハ
イ
ボ
リ
ュ
ー
ム
セ

ン
タ
ー
を
作
る
こ
と
が
、
最
先
端
の
医
療
技
術

を
持
ち
、
若
く
意
欲
の
あ
る
医
師
た
ち
を
多
く

集
め
、
か
つ
集
患
に
つ
な
が
り
ま
す
。
そ
れ
故
、

新
手
術
室
の
設
計
に
は
、
多
く
の
診
療
科
が
集

ま
っ
て
話
し
合
う
機
会
を
出
来
る
限
り
設
け
、

ほ
と
ん
ど
の
診
療
科
の
要
望
に
応
え
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
」

　

手
術
室
の
設
計
に
際
し
て
高
木
氏
は
、
多
く

の
医
療
機
関
に
見
学
に
行
く
と
共
に
、
手
術
室

の
施
工
業
者
で
あ
る
エ
ア
・
ウ
ォ
ー
タ
ー
防
災

社
の
シ
ョ
ー
ル
ー
ム
や
名
古
屋
市
に
あ
る
シ

ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
を
訪
問
し
、
イ
メ
ー

ジ
を
膨
ら
ま
せ
た
と
い
う
。

「
施
設
見
学
か
ら
は
廊
下
幅
の
拡
張
な
ど
、
さ
ま

ざ
ま
な
工
夫
と
ア
イ
デ
ア
を
学
び
ま
し
た
。
ま

た
、
手
術
室
の
レ
イ
ア
ウ
ト
を
検
討
す
る
際
は
、

エ
ア
・
ウ
ォ
ー
タ
ー
防
災
社
提
案
の
手
術
室
の

立
体
模
型
が
役
立
ち
ま
し
た
ね
。
従
来
の
図
面

や
モ
ニ
タ
ー
等
に
よ
る
２
次
元
的
な
表
示
で
は

わ
か
り
づ
ら
い
点
も
、
立
体
模
型
を
小
型
カ
メ

ラ
で
撮
影
す
る
な
ど
し
て
、
よ
り
具
体
的
に
手

術
室
を
イ
メ
ー
ジ
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
」

（
高
木
氏
）

　

手
術
室
は
、
多
く
が
８
ｍ
×
８
ｍ
以
上
の
広

■

静
岡
県
立
総
合
病
院

最
新
・
最
先
端
の
手
術
室
、
放
射
線
治
療
部
門
、
研
究
・
研
修
施
設
を
設
置
し

10
～
15
年
先
の
病
院
経
営
・
運
営
を
見
据
え
た
先
端
医
学
棟
を
建
設

静
岡
県
立
総
合
病
院

副
院
長
／
消
化
器
外
科
部
長

高
木
正
和
氏
に
聞
く

I
n

t
e

r
v

i
e

w

1980 年北海道大学医学部卒。同年東京大学医学部第 2 外科研
修医。1981 年藤枝市立志太総合病院外科医員、1984 年東京
大学医学部第 2 外科医員、1985 年癌研究会付属病院医員、
1986 年東京大学医学部第 2 外科医員に復職。1987 年文部教
官助手（東大医学部第 2 外科）、静岡県立総合病院外科副医長。
1991 年同病院外科医長、2001 年消化器センター長、2006 年核
医学部長、2009 年教育研修部長、静岡県立大学大学院臨床教
授。2011 年浜松医科大学臨床教授。2015 年より静岡県立総合
病院副院長、外科部長、癌診療部長、教育研修部長

高木正和（たかぎ・まさかず）氏

アンギオハイブリッド手術室。心臓
血管外科や循環器内科による血
管内治療のほか、整形外科や消
化器外科などによる術中調子画像
を活用した手術を実施している

3 階手術室エリアは、幅 6m の廊下に
よって結ばれ、患者や医療機器の搬送
を安全かつスムーズに実施可能。手洗
い場も廊下に奥まって設置するなどの
配慮がなされている

内視鏡専用手術室。医療機器やパ
ワーユニットを全て天吊り型にするな
どの工夫がなされている他、モニタ
を4 面設置するなど、術者の利便
性に配慮した設計となっている

CT ハイブリッド手術室。自走式の 64 列 CTを手術室内に設置し、ナビゲーション
手術や術中・術後の画像診断等に威力を発揮している

MRI ハイブリッド手術室。脳腫瘍切除術などの術中診断に用いる他、別室に MRI
を置くことで同装置単体での運用が可能。入院患者の MRI 検査等に活用している

22
室
に
増
設
し
て
フ
ロ
ア
を
拡
充
し
、

先
端
技
術
導
入
と
各
科
の
要
望
に
対
応

手
術
室

（    ）11 新　医　療　2018年6月号 （    ）10新　医　療　2018年6月号



　　

静岡県立総合病院

所在地：静岡県静岡市葵区北安東 4-27-1
病院長：田中 一成
病床数：712 床（一般：662床、結核：50床）
患者数：入院患者数／ 223,709名
　　　　外来患者数／ 432,762名
　　　　（平成 28 年度同院年報より）

　静岡県立総合病院は平成 21年に独
立行政法人化して静岡県立病院機構 
静岡県立総合病院となった。同院は、
同機構に属する県立 3 病院（県立総
合病院、こころの医療センター、こど
も病院）の中心的存在として、質の高
い医療を提供しつつ機能的で効率的
な病院経営を推進しており、同機構は
地方独立行政法人化後 8 年連続の黒
字決算を達成している。同院では、
2017 年の先端医学棟建設後も、立体
駐車場の建設や、本館の耐震補強や
改修等、施設の整備を進めていくとし
ている。

――放射線科の概要からお聞
かせください。
　放射線科では、320 列、80
列、64 列の CT 各1台、3.0T 
1台、1.5T 2 台の MRI 計 3 台、
PET/CT 3 台をはじめ、多数
のモダリティを有し、画像診断
および IVR、放射線治療の業
務を行っています。放射線科医
は私を含め11名で、専門医と
研修医がそれぞれ半数ずつを
占め、地方の大学病院並みの
装備と陣容をもっています。
　診療実績ですが、平成 28
年で、画像診断に関して約 4
万3000 件の読影件数に達し、
放射線治療も新患数は 661名
を数え、多くの実績を上げてい
ます。
――先端医学棟に設置された
最新型の放射線治療装置につ
いてお聞かせください。
　当院の旧施設では、治療室
の狭さ等の理由から最先端の
放射線治療装置を設置するの
が困難であったため、先端医
学棟 1階に放射線治療部門を

の中や肝臓の病変が見えます
し、6 軸カウチによる自動での
ポジショニング補正でより高精
度な照射を簡便に行うことがで
き、治療を担当する診療放射
線技師の評価も高いですね。
最新の装置が入ったことで、医
師、技師共にモチベーションも
向上していますし、同装置運用
に合わせて、山梨大学から栗
山健吾先生を当院の主任医長
に迎えることができましたので、
今後 CTリニアックを積極的に
活用していく方針です。
――ハイブリッド手術室運用
に果たす放射線部の役割につ
いてお聞かせください。
　ハイブリッド手術室設置に直
接関与してはいませんが、3 つ
の同手術室運用に診療放射線
技師を 2 名、配置しています。

設けていただき、計 4 室の放
射線治療室を設置しました。そ
の 1室に設置したのが、今年 4
月より本格稼働を開始した CT
同室リニアックです。
　この装置は、高精度リニアッ
クに診断用 CT を組み合わせ
た装置で、FFF（高線量率モー
ド）が搭載されており、肺病変
だけでなく、腹部病変を直接画
像で捉えての息止め定位照射
が可能です。従来型の、リニアッ
クに装備したコーンビーム CT
では腹部の臓器等を高精度で
捉えることが難しく、それゆえ
金属マーカーを使用しての治療
が行われていましたが、それで
は病変部位に確実に照射する
ための精度を保つことができま
せん。山梨大学医学部放射線
医学講座教授の大西 洋先生
の薦めもあり、この CTリニアッ
クの導入を決めました。
――CTリニアックの評価に
ついてお聞かせください。
　診断用 CT による画像なの
で、造影剤を使わなくても腎臓

特に MRI は、手間のかからな
い単純な脊椎や脳、肩関節な
どの検査を、単体で１日10 件
はコンスタントに行っており、機
器の活用に貢献しています。
――放射線治療部門の今後の
計画、展望についてお聞かせ
ください。
　放射線治療部門では、CT
リニアックが稼働を開始したば
かりですが、5 月からVMAT（強
度変調回転放射線治療）を開
始しました。また、既存の放射
線治療関連機器を先端医学棟
に移設し、同じく5 月から治療
計画 CT や小線源治療も開始
しています。移設するリニアック
はビームデータ収集等の作業も
あるので、6 月以降に稼働予
定です。

先端医学棟建設の契機の
一大理由ともなった放射線治療部門の
設置に中心的な役割を果たした
放射線科および放射線部の
部長を務める中島信明氏。
中島氏に同部門の概要と
最新の放射線治療装置設置の経緯と
その有用性について話を聞いた。

I n t e r v i e w

静岡県立総合病院
放射線科／放射線部 部長

中島信明氏に聞く
なかじま・のぶあき

い
空
間
を
確
保
。
壁
材
に
は
光
触
媒
に
よ
る
抗

ウ
イ
ル
ス
・
抗
菌
技
術
と
セ
ラ
ミ
ッ
ク
技
術
を

組
み
合
わ
せ
た
「
ハ
イ
ド
ロ
タ
フ
（T

O
T

O

）」

を
採
用
。
抗
ウ
イ
ル
ス
・
抗
菌
効
果
の
持
続
と

共
に
、
傷
・
汚
れ
に
強
く
、
薬
品
に
よ
る
褪
色

劣
化
な
ど
の
経
年
変
化
が
極
め
て
少
な
い
、
清

潔
で
強
固
な
手
術
室
と
な
っ
て
い
る
。

　

ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
手
術
室
や
鏡
視
下
手
術
室
以

外
に
も
、
整
形
外
科
の
人
工
関
節
手
術
用
に
バ

イ
オ
ク
リ
ー
ン
ル
ー
ム（
無
菌
室
）を
２
室
設
置
。

さ
ら
に
、
中
心
静
脈
穿
刺
を
安
全
に
行
う
た
め

の
Ｃ
Ｖ
セ
ン
タ
ー
も
旧
手
術
室
か
ら
継
続
し
て

設
け
て
い
る
。

　

各
手
術
室
内
で
撮
影
し
た
術
中（
術
野
）画
像

は
手
術
室
専
用
サ
ー
バ
で
一
元
管
理
さ
れ
て
お

り
、
院
内
の
電
子
カ
ル
テ
端
末
か
ら
閲
覧
が
可
能

と
な
っ
て
い
る
。

「
画
像
を
一
元
管
理
す
る
こ
と
で
、
情
報
漏
え
い

の
恐
れ
も
減
り
、
ま
た
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
や
学

会
発
表
等
で
の
活
用
も
し
や
す
く
な
り
、
私
は

た
い
へ
ん
気
に
入
っ
て
い
ま
す
」（
高
木
氏
）

　

術
中
画
像
診
断
が
可
能
な
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
手

術
室
に
つ
い
て
は
、
シ
ン
グ
ル
プ
レ
ー
ン
型
の
血

管
撮
影
装
置
を
備
え
た
ア
ン
ギ
オ
ハ
イ
ブ
リ
ッ

ド
手
術
室
、
64
列
Ｃ
Ｔ
を
室
内
に
置
く
Ｃ
Ｔ
ハ

イ
ブ
リ
ッ
ド
手
術
室
、
１・５
テ
ス
ラ
超
電
導
型

Ｍ
Ｒ
Ｉ
を
隣
室
に
設
置
し
て
術
中
Ｍ
Ｒ
Ｉ
検
査

を
可
能
に
し
た
Ｍ
Ｒ
Ｉ
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
手
術
室

の
３
室
を
設
置
。

　

ア
ン
ギ
オ
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
手
術
室
で
は
、
主

に
心
臓
血
管
外
科
と
循
環
器
内
科
が
大
動
脈
瘤

に
対
す
る
ス
テ
ン
ト
治
療
や
経
カ
テ
ー
テ
ル
大

動
脈
弁
留
置
術
（
Ｔ
Ａ
Ｖ
Ｉ
）
を
実
施
し
て
い

る
ほ
か
、
整
形
外
科
に
よ
る
骨
盤
手
術
な
ど
、

他
診
療
科
の
手
術
に
も
活
用
さ
れ
て
い
る
。

　

Ｃ
Ｔ
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
手
術
室
は
、
術
中
術
後

の
異
物
や
出
血
確
認
が
必
要
な
手
技
や
、
ナ
ビ

ゲ
ー
シ
ョ
ン
手
術
に
用
い
ら
れ
て
お
り
、
脳
神

経
外
科
や
耳
鼻
科
を
中
心
に
、手
術
部
位
に
よ
っ

て
整
形
外
科
等
も
利
用
し
て
い
る
と
い
う
。

　

Ｍ
Ｒ
Ｉ
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
手
術
室
は
、
脳
神
経

外
科
に
よ
る
脳
腫
瘍
切
除
術
や
ナ
ビ
ゲ
ー
シ
ョ

ン
手
術
に
活
用
さ
れ
て
い
る
。

　

昨
今
、
多
く
の
領
域
で
鏡
視
下
に
よ
る
手
術

件
数
が
増
大
し
て
い
る
が
、
同
院
で
も
そ
れ
に

対
応
す
べ
く
内
視
鏡
専
用
手
術
室
を
５
室
、
顕

微
鏡
手
術
室
を
４
室
、
新
設
し
た
。
内
視
鏡
手

術
専
用
室
で
は
、
内
視
鏡
タ
ワ
ー
や
エ
ネ
ル
ギ
ー

発
生
機
器
、
パ
ワ
ー
ユ
ニ
ッ
ト
な
ど
を
全
て
天

吊
り
式
と
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
床
に
置
く
医

療
機
器
は
大
幅
に
減
少
し
、
床
に
錯
綜
す
る
電

源
コ
ー
ド
も
な
く
な
り
、
照
度
を
落
と
す
必
要

の
あ
る
手
術
室
内
で
の
移
動
も
安
全
に
な
っ
た
。

「
内
視
鏡
手
術
室
に
は
、
天
吊
り
式
の
画
像
モ
ニ

タ
ー
を
４
機
設
置
し
、
内
視
鏡
や
術
野
画
像
、

術
前
画
像
診
断
の
画
像
を
多
様
な
角
度
か
ら
容

易
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。
ま
た
、
内

視
鏡
装
置
も
通
常
機
能
に
加
え
、
３
Ｄ
画
像
や

４
Ｋ
対
応
の
機
種
を
複
数
台
導
入
し
て
、
よ
り

高
画
質
な
画
像
を
活
用
し
た
精
度
の
高
い
内
視

鏡
手
術
環
境
を
整
備
し
ま
し
た
」（
高
木
氏
）

　

従
前
よ
り
手
術
支
援
ロ
ボ
ッ
ト
を
１
台
保
有

し
て
い
た
同
院
で
は
、
新
手
術
室
の
稼
働
を
機

に
最
新
式
の
ロ
ボ
ッ
ト
１
台
を
追
加
導
入
し
て

２
台
体
制
と
し
た
。

「
当
院
で
は
、
す
で
に
保
険
収
載
さ
れ
て
い
る
泌

尿
器
科
で
の
前
立
腺
が
ん
、
腎
が
ん
の
部
分
切

除
に
加
え
、
高
度
先
進
医
療
あ
る
い
は
臨
床
試

験
と
し
て
、
婦
人
科
に
よ
る
子
宮
が
ん
手
術
、

消
化
器
外
科
に
よ
る
胃
が
ん
と
大
腸
が
ん
の
ロ

ボ
ッ
ト
手
術
を
実
施
し
て
き
ま
し
た
。
今
年
４

月
の
診
療
報
酬
改
定
で
、
こ
れ
ら
の
手
術
に
保

険
適
用
が
認
め
ら
れ
ま
し
た
が
、
診
療
報
酬
は

腹
腔
鏡
下
手
術
と
同
等
程
度
に
抑
え
ら
れ
て
お

り
、
病
院
の
体
力
が
問
わ
れ
る
こ
と
に
な
る
で

し
ょ
う
。
当
院
で
は
、
今
後
食
道
が
ん
に
対
す

る
手
術
の
臨
床
試
験
を
予
定
し
て
お
り
、
さ
ら

に
拡
大
し
て
い
く
予
定
で
す
」（
高
木
氏
）

　

新
手
術
室
稼
働
を
機
に
、
同
院
で
は
浜
松
医

大
の
協
力
を
得
て
麻
酔
科
医
を
17
名
に
増
員
。

手
術
室
を
担
当
す
る
看
護
師
も
67
名
確
保
し
、

17
室
が
同
時
に
稼
働
で
き
る
体
制
を
整
備
し
た
。

そ
の
甲
斐
も
あ
っ
て
、
２
０
１
７
年
９
月
の
新

手
術
室
稼
働
以
来
、
入
院
病
棟
を
１
床
も
増
や

す
こ
と
な
く
、
総
手
術
件
数
は
対
前
年
同
月
比

で
14
％
増
加
し
て
い
る
。
一
方
で
、
課
題
も
い

く
つ
か
あ
る
と
高
木
氏
は
話
す
。

「
看
護
師
を
は
じ
め
、
手
術
ス
タ
ッ
フ
を
大
幅
増

員
し
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
経
験
不
足
か
ら
く
る

手
術
中
の
ス
ト
レ
ス
が
術
者
に
か
か
っ
て
い
る

よ
う
で
す
。
し
か
し
、
こ
れ
は
時
間
を
か
け
れ

ば
解
決
し
て
い
く
で
し
ょ
う
。

　

も
う
１
点
、
手
術
件
数
が
増
加
し
た
こ
と
で
、

よ
り
多
く
の
手
術
機
器
医
療
材
料
を
使
用
す
る

こ
と
と
な
っ
て
い
る
の
で
す
が
、
そ
の
在
庫
管

理
や
物
品
の
ピ
ッ
キ
ン
グ
、
配
置
は
必
ず
し
も

満
足
の
い
く
レ
ベ
ル
に
達
し
て
い
ま
せ
ん
の
で
、

Ｓ
Ｐ
Ｄ
の
改
善
が
望
ま
れ
ま
す
。

　

今
後
は
、
医
療
安
全
と
、
快
適
と
な
っ
た
手

術
室
ス
タ
ッ
フ
の
労
働
環
境
の
維
持
お
よ
び
さ

ら
な
る
向
上
の
た
め
、
緊
急
手
術
以
外
の
定
時

時
間
外
手
術
を
減
ら
す
手
術
室
運
用
の
工
夫
に

取
り
組
ん
で
い
き
た
い
で
す
ね
。

　

今
年
か
ら
始
ま
っ
た
新
専
門
医
制
度
で
は
、

大
学
に
多
く
の
人
材
が
集
ま
り
過
ぎ
て
い
る
傾

向
に
あ
り
ま
す
が
、当
院
は
、大
学
病
院
に
匹
敵
、

も
し
く
は
そ
れ
以
上
の
症
例
を
扱
っ
て
お
り
、

さ
ら
に
先
端
医
学
棟
の
完
成
に
よ
っ
て
医
療
の

質
の
面
で
も
充
実
し
た
環
境
を
整
備
で
き
ま
し

た
の
で
、
当
施
設
の
実
績
を
今
後
ア
ピ
ー
ル
で

き
れ
ば
、
専
門
医
研
修
を
受
け
よ
う
と
い
う
若

い
医
師
が
増
え
る
で
し
ょ
う
。

　

当
院
は
、
静
岡
県
の
地
域
医
療
に
お
け
る
最

後
の
砦
と
考
え
て
お
り
、
万
一
患
者
さ
ん
が
不

幸
な
転
帰
を
と
る
よ
う
な
事
態
と
な
っ
て
も“
こ

の
病
院
で
こ
こ
ま
で
や
っ
て
も
ら
っ
た
の
な
ら

満
足
”
と
患
者
さ
ん
や
そ
の
ご
家
族
に
思
っ
て

い
た
だ
け
る
医
療
を
提
供
す
る
存
在
で
あ
り
た

い
と
念
じ
て
い
ま
す
」

先端医学棟に導入された CTリニアック。寝台を共通で使用することで高い精度で
の放射線治療を実現。今後は VMAT 等、より高精度な放射線治療装置への応
用を進めるとしている

手術室エリアには手術支援ロボット
「ダビンチ」を従来の 1 台から2 台
に増設。保険適用の拡大もあって、
泌尿器科や婦人科、消化器外科で
の手術への利用が進んでいる

手術室エリアに隣接して HCUを20 床
設け、手術後の患者搬送を迅速かつ
安全に実施。HCU では最先端のシス
テムによる一元管理を実施している

静岡市民から寄付された入院患者搬
送用救急車「深正号」。車内には木
目調の内装を施すなど、快適な環境で
病院間の患者搬送を行うとともに、災
害時の医療支援にも活用予定

高
度
な
画
像
診
断
を
行
い
な
が
ら

精
密
で
正
確
な
手
術
を
推
進
す
る

ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
手
術
室

医
療
機
器
の
多
く
を
天
吊
り
式
と
し
、

機
能
性
＆
安
全
性
の
向
上
を
図
る

内
視
鏡
手
術
専
用
室
＆
顕
微
鏡
手
術
室

手
術
支
援
ロ
ボ
ッ
ト
を
１
台
増
設
し
、

保
険
適
用
拡
大
後
の
手
術
件
数
増
目
指
す

手
術
支
援
ロ
ボ
ッ
ト
室

手
術
数
は
前
年
度
を
大
幅
に
上
回
る
も
、

手
術
ス
タ
ッ
フ
の
確
保
・
育
成
が
課
題

手
術
件
数
前
年
度
比
14
％
増
加
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